
 

 

 

著者の指示で近藤駿介原子力委員長
が試算し作成した(H23.3.25),「福島
第一原子力発電所の不測事態シナリ
オの素描」を基に地図を作成。 
菅直人「福島原発事故 総理大臣とし
て考えたこと」2012.10.25 
 

事故が収束できなかった場合の強制
移転区域と移転希望を認める区域（か
(菅さんから頂いた資料・全員に配布） 
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 岡

田
町
長
の
ご
様
子 

 

岡
田
町
長
が
体
調
不
良
で
、

入
院
、
手
術
（
心
臓
弁
）
と
な

っ
た
。
手
術
は
問
題
な
く
修

了
。
７
月
に
は
通
常
勤
務
を
開

始
。
皆
に
迷
惑
を
か
け
て
申
し

訳
な
い
と
言
っ
て
い
た
。
町
長

の
仕
事
は
激
務
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
に
無
理
な
く
激
務
を
続

け
て
欲
し
い
。 

 

交
通
問
題
・
安
食
駅
・
竜
角
寺

台
ま
で
の
路
線
バ
ス
が
問
題 

 

 
 

昨
年
度
の
赤
字
を
栄
町
で

補
填
し
て
ほ
し
い
と
バ
ス
会

社
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
。
民
間

企
業
は
赤
字
を
続
け
る
と
継

続
は
い
つ
か
難
し
く
な
る
。
町

営
で
バ
ス
事
業
が
で
き
な
け

れ
ば
、
民
間
会
社
と
の
妥
協
点

を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
高
齢
化
、
バ
ス
利
用
者
減

少
、
利
便
性
問
題
、
問
題
山
積

み
で
あ
る
。 

（
問
題
点
） 

 

龍
角
寺
・
安
食
駅
線
、
買
い

物
バ
ス
、
布
鎌
線
バ
ス
、
成
田

イ
オ
ン
行
休
日
バ
ス
、
循
環
バ

ス
、
新
規
路
線
バ
ス
な
ど
い
く

つ
も
問
題
点
が
あ
る
。
今
が
正

念
場
。
町
長
の
帰
還
を
問
題
が

待
っ
て
い
る
。 

 

（
背
景
）
バ
ス
会
社
の
過
酷
な
運

行
で
の
事
故
を
防
ご
う
と
、
運
転

手
や
バ
ス
会
社
の
「
働
き
方
改

革
」
、
来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
や
地
方
の
バ
ス
路
線
見
直
し

で
運
転
手
不
足
と
な
り
皺
寄
せ

が
や
っ
て
来
た
。
栄
町
は
団
塊
世

代
の
自
家
用
車
手
放
し
が
進
み
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
策
を
嵩

じ
る
の
か
大
き
な
視
点
で
次
の

一
手
を
打
た
ね
ば
な
ら
な
く
な

っ
て
い
る
。
議
会
も
町
民
の
要
望

と
町
の
事
情
を
汲
み
取
り
、
解
決

し
て
い
く
の
が
仕
事
。
町
長
の
心

臓
を
い
た
わ
り
な
が
ら
も
町
民

の
要
望
に
近
づ
け
ね
ば
な
ら
な

い
。 

広
域
消
防
組
織
再
編 

 

昨
年
栄
町
消
防
は
印
西
市
と

の
広
域
消
防
事
業
を
模
索
し
た

が
失
敗
。
昔
は
国
も
小
自
治
体
で

も
消
防
本
部
を
持
つ
よ
う
に
さ

せ
て
い
た
。
栄
町
も
ス
ー
パ
ー
堤

防
が
出
来
た
時
、
い
ち
早
く
栄
町

消
防
本
部
に
し
た
。
し
か
し
、
思

っ
た
よ
う
に
町
民
人
口
は
伸
び

ず
、
反
対
に
減
少
し
始
め
た
。
何

と
か
し
て
人
口
増
の
施
策
を
打

つ
が
、
簡
単
に
人
口
は
増
加
し
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
栄
町
だ
け
の
問

題
で
な
い
と
県
も
気
が
つ
き
よ

う
や
く
本
腰
を
あ
げ
て
県
と
し 

て
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
消
防

力
強
化
の
た
め
広
域
化
を
５
年
か
け

て
再
編
計
画
を
作
る
こ
と
に
な
っ

た
。
因
み
に
副
町
長
か
ら
今
回
の
再

編
に
は
印
西
市
の
滝
田
県
議
が
並
々

な
ら
ぬ
努
力
を
し
て
く
れ
た
と
紹
介

が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
広
域
の
問

題
は
や
は
り
県
が
中
心
と
な
る
。 

 

幼
児
教
育
、
無
償
化 

 
町
内
に
あ
る
０
〜
５
歳
児
の
保

育
・
幼
稚
園
施
設
、
認
可
外
保
育
施

設
は
上
限
が
あ
る
も
の
の
原
則
無
料

に
な
る
。
全
て
一
律
に
無
料
で
は
な

く
、
子
供
の
状
況
、
育
児
施
設
環
境

に
よ
っ
て
変
わ
る
。
一
人
一
人
の
違

う
多
様
性
を
認
識
の
上
、
対
応
が
必

要
と
な
る
。
一
時
預
か
り
、
病
後
児

童
や
保
育
、
障
害
児
発
達
障
害
支
援

も
含
め
て
き
め
細
や
か
な
対
応
が
要

求
さ
れ
る
。
食
費
、
第
３
子
以
降
の

子
供
な
ど
多
数
の
制
限
が
出
て
く

る
。
職
員
は
大
変
だ
が
。
ま
さ
に
多

様
化
の
時
代
だ
。 

安
食
台
小
の
グ
ラ
ン
ド
整
備 

 

国
の
交
付
金
不
採
択
で
来
年
度
事

業
と
な
っ
た
。 

房
総
の
村
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備 

 

国
が
不
採
択
。
来
年
度
再
度
申
請
。 

鎌
ヶ
谷
・
本
埜
バ
イ
パ
ス
遅
延 

 
 

軟
弱
地
盤
問
題
で
２
年
遅
延
。
日

医
大
に
す
ぐ
に
バ
ス
で
行
け
な
い
。 

の
奇
跡
的
に
免
れ
た
。
注
水
ボ
ン
プ

を
な
ぜ
止
め
た
の
か
と
の
質
問
に

対
し
、
菅
さ
ん
は
官
邸
か
ら
そ
の
よ

う
な
指
示
は
出
て
い
な
い
。
た
だ
い

く
ら
消
防
ポ
ン
プ
で
水
を
炉
に
送

っ
て
も
、
届
か
な
か
っ
た
こ
と
が
最

近
わ
か
っ
て
来
た
。
排
水
管
が
複
雑

に
枝
分
か
れ
し
て
い
た
た
め
。 

 
 
 
 
 

今
年
３
月
「
太
陽
の
蓋
」
フ
ラ

ン
ス
各
地
で
大
好
評 

  

こ
の
映
画
の
制
作
者
橘
氏
が
フ

ラ
ン
ス
の
映
画
界
か
ら
依
頼
を
受

け
、
フ
ラ
ン
ス
各
地
で
約
１
ヶ
月
間

映
写
会
を
行
っ
た
。
各
地
の
映
画
館

で
の
上
映
会
は
連
日
超
満
員
で
、
日

本
の
事
故
の
実
態
を
皆
が
知
り
た

が
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。 

（
説
明
）
フ
ラ
ン
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一

の
原
発
大
国
。
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
出

大
国
。
米
国
に
次
ぐ
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ

ー
生
産
国
。
発
電
電
力
量
の
80
％
を

原
子
力
が
占
め
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ド
元

大
統
領
は
減
原
発
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

を
掲
げ
た
が
、
周
辺
諸
国
が
減
原
発
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
と
り
、
反
対
に
フ
ラ

ン
ス
は
原
発
電
力
を
大
量
に
輸
出
が

で
き
、
減
原
発
政
策
は
フ
ラ
フ
ラ
し
て

い
る
状
態
。 

  

報
告 

６
月
２
日 

「
太
陽
の
蓋
」
上
映
会
開
催 

 
 

福
島
原
発
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
の
実
態
映
画
化 

映
画
の
感
想
（
抜
粋
） 

河
合
弘
之
（
弁
護
士
） 

  

本
当
に
日
本
は
崩
壊
寸
前
だ

っ
た
。
ど
こ
か
で
誰
か
が
ギ
リ
ギ

リ
の
歯
止
め
を
か
け
た
様
子
が

具
体
的
だ
っ
た
。 

室
井
佑
月
（
作
家
） 

 

私
た
ち
は
い
つ
の
間
に
か
受

け
入
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
が
も
っ

と
も
恐
ろ
し
い
。 

樋
口
健
二
（
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
） 

 
 

  

国
民
を
欺
い
た
リ
ア
リ
テ
ィ

ー
と
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
を

見
事
に
描
き
出
し
た
歴
史
的
啓

蒙
映
画
だ
。
必
見
で
あ
る
。 

松
尾
貴
史
（
俳
優
） 

 

テ
レ
ビ
で
は
伝
え
ら
れ
な
い

こ
と
も
多
々
・
・
・ 

鳥
越
俊
太
郎
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
） 

  

ま
だ
何
も
終
わ
っ
て
な
い
ん

で
す
。
原
発
で
働
く
若
者
が
叫
ぶ

シ
ー
ン
。
言
葉
が
胸
に
重
た
く
響

く
。 

水
野
誠
一
（Think the Earth 

理
事
長
） 

  

そ
の
記
憶
は
早
く
も
風
化
し

始
め
て
い
る
。
こ
の
映
画
は
朧
げ

な
記
憶
を
鮮
明
に
蘇
ら
せ
て
く

れ
る
。 

大
谷
明
宏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
） 

  

ど
こ
に
行
っ
た
ら
普
通
に
暮

ら
せ
る
の
？ 

 
  

   (

一
部
映
画
感
想
抜
粋) 

  
 

な
ぜ
ド
イ
ツ
は
脱
原
発
を
決
め
て

実
行
に
移
し
て
い
る
か
。
そ
の
影
響

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
うDVD

を
入
手
予
定
で
す
。
小
さ
な
映
画
会

を
す
る
つ
も
り
で
す
。 

 
 

 
 
 

６
月
２
日
（
日
曜
日
）
の

上
映
会
に
は
印
西
市
、
鎌
ケ

谷
市
、
佐
倉
市
、
酒
々
井
町
、

白
井
市
、
富
里
市
、
千
葉
市
、

船
橋
市
、
柏
市
、
栄
町
の
一

般
市
民
と
映
画
を
作
成
し
た

橘
民
義
氏
、
当
時
総
理
大
臣

だ
っ
た
菅
直
人
氏
、
立
憲
民

主
党
の
宮
川
伸
衆
議
院
議
員

総
勢
３
２
０
名
が
参
集
。「
太

陽
の
蓋
」
の
映
画
を
鑑
賞
し
、

討
論
会
が
行
わ
れ
た
。
観
客

と
の
質
疑
応
答
は
白
熱
し

た
。 

 
 

映
画
は
国
会
の
議
事
録
を

ベ
ー
ス
に
作
成
さ
れ
、
当
時

の
状
況
を
生
々
し
く
再
現
し

て
い
た
。
官
邸
や
福
島
原
発

の
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
状
況
を

目
の
前
に
体
現
。
映
画
終
了

後
の
ト
ー
ク
で
は
観
客
か
ら

率
直
な
質
問
、
意
見
が
寄
せ

ら
れ
、
菅
直
人
氏
、
宮
川
衆

議
院
議
員
が
専
門
的
な
回
答

を
し
た
。
４
号
機
中
３
機
が

爆
発
し
、
一
機
は
偶
然
な
要

因
で
爆
発
を
免
れ
た
事
情 

も
分
か
っ
た
。
３
１
１ 

の
時
の
官
邸
の
新
聞
記 

者
と
の
や
り
と
り
は
緊 

張
感
が
画
面
を
通
じ
て 

伝
わ
っ
て
き
た
し
、
特 

に
４
機
の
原
発
中
３
機 

が
連
続
爆
発
し
、
も
う 

１
機
爆
発
し
て
い
た
ら 

下
図
の
よ
う
は
範
囲
の 

人
を
避
難
さ
せ
る
こ
と 

も
視
野
に
お
い
て
考
え 

て
い
た
。
爆
発
は
全
く 

 

６
月
定
例
議
会
。
町
長
不
在
（
病
欠
）・
副
町
長
が
職
務
代
行 

 

全
議
案
可
決
で
終
了 

６
月
定
例
議
会
の
主
な
議
案
は 

 

１
バ
ス
会
社
問
題
、
２
消
防
組
織
再
編
成
、
３
消
費
税
（
10%
ア
ッ
プ
） 

   


